























待や要求に応える努力を行うこと”（石津・安保, 2008, p.23）とされ，本来感の低下（益子, 2009a, 




























































































　日本語版CES-D Scale（The Center for Epidemiologic Studies Depression Scale）　適応指標と
して抑うつ状態を測定するために，島・鹿野・北村・浅井（1985）の日本語版CES-D Scale（以下
CES-Dと記載）を用いた。適応指標としての抑うつ状態は他の過剰適応の研究（石津・安保, 2007, 






















本研究の結果は，石津（2006）や他の先行研究（星野・岡本, 2012; 石津, 2012; 石津・安保, 2007, 2009, 






































であった（実行されたサポート得点: F（3, 125.75）= 4.21, p < .05, ω2 = .03; 心理的負債感得点: F















　そこで，全分析対象者のうち心理的負債感得点が下位25%の分析対象者のデータ（ N = 73, M = 
58.55）を用いて，CES-D得点を目的変数，実行されたサポート得点を説明変数とした単回帰分析
を行ったところ，有意な負の標準化偏回帰係数を示した（β = -.33, t (71) = -2.97, p < .05）。心理的
負債感得点が上位25%の分析対象者のデータ（N = 74, M = 83.65）を用いて同様の分析を行なっ
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6 下位25％と上位25％の間に位置する50%の集団における結果は（β = -.1.14, t (133) = -1.58, n.s.）
であった。
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